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　「安心安全で美味しい食事をだれかと一緒にとる喜びを大切にしたい」という作者自身の課題設定に、わたしは
大いに共感する。それとともに、素直にストレートにわかりやすく社会に発信しようと試みた姿勢を高く評価する。
　しかも複雑な食料問題や健康問題には深入りせずに、老若男女すべての人にわかりやすくビジュアルで表現した
かったのだろう。建築をゼロから構築せず、しかも現在使われている機能にも大きな変更を加えていない。まさに
既存の都市や建築に対して、簡易な耐震上の補強と一体化した「緑のまとい」ですべてを語る潔さが垣間見れる。
　日常のメンテナンスの問題、農産物自体の廃棄物扱いの処理の問題、日射方位などによる高層部の生育の問題、
などの指摘に現れるように、専門領域での技術的課題は残る。しかしわたしにとっては、そんなことは、重要で
はなく、高度な技術で解決すれば良い程度の小さな問題に過ぎない。なによりもドローイングのさわやかさ・華
やかさは魅力だ。街が明るくなり、そこを通ったすべての人々が元気になる風景がある。街に笑顔が溢れる素敵
な提案である。

   （審査委員：鳴海 雅人）
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都市環境システム学科

　現代において生産と消費の
サイクルはあまりに拡大し、
見えなくなっている。それは
食においても同様である。今
日自分が食べたものはどこで
誰がつくったものなのか？安
心安全でおいしい食事を誰か
と一緒にとる喜びを大切にし
たい。
　食問題・農業問題が深刻化
するなか、これらの問題と向
き合い、現代社会に順応する
農業の形態やシステムを考え
ていくべきである。ビルの壁
面、屋上、空室、隣接する道
路を使った食農空間をオフィ
ス街にて提案する。農園付き
オフィスビル、ビジネスホテ
ル、住居など、他にはない付
加価値を生む。
　このような空間が都市の
様々な場所へ波及すること
で、人々の食と農への興味関
心を促し、新しい都市農業の
かたちを生むことを期待す
る。

みせる農業　 都市における食農空間の提案

　突出したテーマに頼るのでは無く、真新しいプログラムではないテーマを再度見直し、
細やかなコンセプトで構成し、実践的な設計に取り組んだ 4 年間の集大成的な作品であ
り、作者の真摯に建築へ取り組む姿勢がわかる良い作品です。
　近年開設された新船橋駅を中心に開発が急速に進み、新たなコミュニティが形成され
るであろう地に於いて、子どもの成長・教育とそれを取り巻く地域住民の見守りの目、
また生涯学習を通じての地域住民同士の交流の啓発を「５つのＫＡＩＫＡ〜開花・開化・
諧和・誨化・廻化」のコンセプトを元に小学校を中心としたコミュニティセンターとし
てきめ細かく計画され、計画図に落とし込まれています。しかし更に、この計画の中に
障害、高齢など弱者への十分な配慮を検討されると子ども達が次なる６つめの介化（助
ける、補佐する）を学ぶ場の形成も出来たのではないかと思います。 

 （審査委員：海老原 智子）
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　教育において、ゆとり教育
や脱ゆとり教育などソフト面
の政策はとられてきたが、期
待通りの結果が得られていな
いのが現状である。背景にあ
るのは、ハード面の改善が不
十分であることだと考えた。
そこで、小学校の外にも児童
の知的好奇心を刺激する空間
デザインを広げることで、学
びの場が小学校の外へと広が
る提案を行った。小学校に隣
接するコミュニティセンター
を設けることで、コミュニ
ティセンター内施設での体験
や活動を通して、小学校内の
活動では得られないものを得
ることができ、コミュニティ
センターは第２の学びの場と
なる。そして、地域に開放さ
れた小学校は児童と地域の方
の交流が盛んに行われ、新た
な発見・知識を得る場となり、
地域の方は第２の教育者とな
る。

学びの場が外へと広がる小学校およびコミュニティセンターの設計


